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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
～
熱
血
！
！
　
武
田
道
場
！
！
～
 

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
１
４
Ｘ

【
作
者
名
】

　
武
田
軍
兵
士
　
清
坂
 

剣
麻

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
武
田
道
場
・
・
・
・
・
そ
れ
は
熱
き
漢
達
が
集
う
甲
斐
武
田
軍
の
武
将
を

鍛
え
上
げ
る
道
場
な
の
で
あ
る
！
！

　
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
他
に
、
と
あ
る
シ
リ
ー
ズ
他
多
作
品
ク
ロ
ス
で
も
あ

り
ま
す
。
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序
章
（
前
書
き
）

　
そ
れ
で
は
始
ま
り
ま
す
！
！
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序
章

　
第
一
幕
　
ま
ず
は
自
己
紹
介
と
内
容
説
明

　
甲
斐
（
今
の
山
梨
県
辺
り
）
武
田
領
の
さ
る
場
所
に
・
・
・
熱
き
漢
達
を
鍛

え
上
げ
る
道
場
が
存
在
す
る
。

　
・
・
・
・
・
そ
の
道
場
と
は
・
・
・
・
・
、

　
『
武
田
道
場
！
！
』

　
な
の
で
あ
る
。

信
玄
「
と
う
道
場
に
よ
く
ぞ
参
っ
た
。
　
儂
が
と
う
道
場
最
高
責
任
者
で
あ
り

師
範
で
も
あ
る
武
田
軍
総
大
将
　
武
田
信
玄
じ
ゃ
！
！
！
」

幸
村
「
と
う
道
場
が
一
番
弟
子
！
　
天
ッ
！
　
覇
ッ
！
　
絶
・
槍
！
！
　
真
田

幸
村
・
・
・
見
・
参
！
！
！
」

剣
麻
「
と
う
道
場
が
二
番
弟
子
に
し
て
作
者
で
あ
る
清
坂
剣
麻
と
申
し
ま
す
る

！
！
！
」

美
琴
「
い
つ
の
間
に
か
弟
子
に
さ
れ
て
た
御
坂
美
琴
で
す
・
・
・
・
・
っ
て
コ

レ
前
に
も
や
ら
な
か
っ
た
け
？
」

佐
助
「
と
う
道
場
が
門
下
生
、
猿
飛
佐
助
！
　
・
・
・
・
・
あ
ぁ
恥
ず
か
し
い
」

美
己
「
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
御
坂
美
己
で
す
っ
と
ミ
サ
カ
は
自
己
紹

介
を
行
い
ま
す
」

　
「
そ
れ
と
ミ
サ
カ
は
ミ
サ
カ
１
０
０
３
２
号
で
す
っ
と
ミ
サ
カ
は
補
足
説
明
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し
ま
す
」

剣
麻
「
で
は
内
容
説
明
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
　
ま
ず
こ
の
武
田
道
場
、
オ

マ
ケ
コ
ー
ナ
ー
か
ら
繰
り
上
が
り
本
日
よ
り
投
稿
い
た
ま
す
。
　
故
に
！
　
『

と
あ
る
武
将
の
戦
国
乱
世
』
の
方
以
外
は
や
り
ま
せ
ん
ゆ
え
、
ご
了
承
く
だ
さ

れ
」

幸
村
「
次
に
ッ
！
！
　
主
な
内
容
は
、
某
達
の
修
行
や
短
編
、
ゲ
ス
ト
と
の
会

話
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
る
ぅ
う
う
う
っ
！
！
！
！
」

信
玄
「
う
む
！
　
本
日
は
こ
こ
ま
で
じ
ゃ
あ
ッ
！
！
！
！
！
」
　
最
後
に
、
こ

こ
の
道
場
主
で
あ
る
『
戦
神
覇
王
』
武
田
信
玄
が
一
括
し
た
。

美
琴
「
ち
ょ
、
短
ッ
！
？
　
ま
だ
他
に
言
う
こ
と
な
い
の
！
！
」

美
己
「
始
め
は
だ
い
た
い
こ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
う
っ
と
ミ
サ
カ
は
述
べ
ま
す
」



5

序
章
（
後
書
き
）

　
頑
張
っ
て
行
き
た
い
の
で
、
他
作
品
も
ろ
と
も
応
援
し
て
く
だ
さ
れ
！
！
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第
一
幕
　
組
み
手
は
同
じ
技
量
の
人
と
や
り
ま
し
ょ
う
（
前
書
き
）

剣
麻
「
ま
だ
ま
だ
未
熟
故
、
指
摘
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
有
り
ま
し
た
ら
、
遠

慮
な
く
言
っ
て
く
だ
さ
れ
！
！
」
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第
一
幕
　
組
み
手
は
同
じ
技
量
の
人
と
や
り
ま
し
ょ
う

　
『
第
一
幕
　
組
み
手
は
同
じ
技
量
の
人
と
や
り
ま
し
ょ
う
』

　
甲
斐
武
田
領
に
あ
る
武
田
道
場
。
　
そ
こ
は
熱
き
漢
達
が
集
う
甲
斐
武
田
軍

の
武
将
達
を
鍛
え
上
げ
る
道
場
。

　
そ
の
道
場
が
建
っ
て
い
る
地
点
か
ら
・
・
・

　　
ド
ゴ
ォ
オ
オ
オ
オ
ン
ッ
！
！

　
「
ぬ
ぅ
お
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
！

！
！
！
！
？
」

　
ヒ
ュ
ウ
ー
ン
・
・
・
・
・
キ
ラ
ン
☆

　
作
者
こ
と
清
坂
剣
麻
が
空
高
く
吹
き
飛
び
、
星
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
完
！
！

　
「
っ
て
終
わ
ら
す
な
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

　
「
ち
ょ
、
旦
那
！
？
　
張
り
切
り
す
ぎ
だ
っ
て
ば
！
！
」

　
「
何
を
言
う
佐
助
！
！
　
た
と
え
組
み
手
で
あ
ろ
う
と
手
を
抜
く
は
相
手
に

失
礼
で
あ
ろ
う
！
！
」

　
「
っ
と
そ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
間
に
作
者
が
落
下
し
て
き
ま
し
た
っ
と
ミ

サ
カ
は
報
告
し
ま
す
」

　
・
・
・
・
・
何
故
作
者
が
冒
頭
か
ら
吹
っ
飛
ば
さ
れ
て
い
た
の
か
を
簡
単
に

説
明
す
る
と
、
真
田
幸
村
と
の
組
み
手
を
道
場
の
外
で
行
っ
て
い
た
ら
、
幸
村
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の
技
『
虎
炎
』
を
モ
ロ
に
喰
ら
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
つ
～
か
お
館
様
い
ね
ぇ
し
！
？
」

　
「
ち
ょ
っ
と
！
？
　
開
始
一
話
め
か
ら
道
場
主
が
い
な
い
っ
て
ど
う
い
う
事

よ
！
！
」

　
猿
飛
佐
助
と
御
坂
美
琴
が
そ
う
叫
ん
だ
通
り
、
現
在
こ
の
場
に
お
館
様
こ
と

武
田
信
玄
は
お
ら
ず
、
今
何
処
に
い
る
の
か
と
い
う
と
・
・
・
・
・
・

　
「
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
。
　
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
の
ぉ
シ
ン
ち
ゃ
ん
や
」

　
「
お
主
も
相
変
わ
ら
ず
元
気
そ
う
だ
な
、
隼
人
」

　
『
史
上
最
強
の
弟
子
ケ
ン
イ
チ
』
に
出
て
く
る
梁
山
泊
に
い
た
。

　
視
点
は
道
場
に
戻
り
・
・
・
・
・

　
「
幸
村
殿
！
！
　
今
一
度
お
手
合
わ
せ
願
い
た
い
！
！
」

　
い
つ
の
間
に
か
復
活
し
た
作
者
が
幸
村
に
そ
う
言
い
、

　
「
分
か
り
申
し
た
剣
麻
殿
！
！
　
こ
の
幸
村
ッ
！
　
全
力
で
お
相
手
い
た
す

！
！
！
」

　
幸
村
が
あ
っ
さ
り
承
諾
し
た
。

　
「
お
二
人
さ
～
ん
。
　
や
る
ん
だ
っ
た
ら
道
場
内
で
や
っ
て
く
ん
な
～
い
？

　
ど
う
せ
こ
の
道
場
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
じ
ゃ
あ
壊
れ
な
い
ん
だ
か
ら
さ
ぁ

～
」

　
佐
助
が
言
っ
た
通
り
、
こ
の
道
場
、
実
は
改
築
と
増
築
を
行
っ
て
お
り
、
広

い
上
に
、
材
料
の
中
に
超
合
金
ニ
ュ
ー
Ｚ
α
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ

故
に
、
ち
ょ
っ
と
大
暴
れ
し
て
も
壊
れ
な
い
の
で
あ
る
。
（
改
築
及
び
増
築
し

た
理
由
は
、
銀
凪
さ
ん
所
の
混
沌
学
院
の
作
者
の
感
想
の
中
に
有
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　
そ
し
て
２
人
が
道
場
内
に
て
互
い
に
向
き
合
い
、
拳
を
構
え
た
。
武
器
は
使

わ
ず
、
己
が
身
体
だ
け
を
使
っ
て
で
の
組
み
手
で
あ
る
か
ら
だ
（
武
器
を
使
っ

た
組
み
手
や
全
力
勝
負
も
有
り
ま
す
）

　
「
参
り
ま
す
ぞ
、
幸
村
殿
！
！
」

　
「
う
む
！
　
い
ざ
尋
常
に
・
・
・
・
・
」
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『
『
勝
負
！
！
！
』
』

　
そ
う
吼
え
る
と
互
い
に
一
気
に
間
合
い
を
詰
め
る
と
、

　
『
『
ど
り
ぃ
や
あ
！
！
！
　
グ
ゥ
オ
！
？
』
』

　
互
い
の
顔
に
互
い
の
拳
が
同
時
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

　
そ
の
体
制
か
ら
少
し
制
止
す
る
と
・
・
・
・
・
互
い
に
離
れ
、
体
制
を
整
え

る
。

　
「
は
っ
！
　
せ
い
！
　
と
ぉ
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

　
少
し
の
制
止
後
、
作
者
が
動
き
、
幸
村
に
反
撃
さ
せ
ま
い
と
急
所
を
二
カ
所

攻
撃
し
た
後
に
乱
打
を
放
っ
た
が
、
そ
の
全
て
を
幸
村
に
か
わ
さ
れ
、

　
「
ぬ
ぅ
う
お
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！

！
！
！
！
」

　
幸
村
が
反
撃
と
ば
か
り
に
作
者
よ
り
激
し
い
乱
打
を
放
つ
。

　
そ
の
動
き
は
本
来
な
ら
槍
で
の
突
き
を
光
速
で
繰
り
出
す
幸
村
の
技
『
烈
火
』

を
拳
で
繰
り
出
し
て
い
た
。

　
ド
ッ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
ガ
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
ド
ォ
ゴ
ン
！
！

　
「
フ
ギ
ゥ
ロ
ボ
グ
ラ
バ
ハ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ

！
！
？
」

　　
フ
ォ
ン
・
・
・
・
・
ド
ゴ
ォ
ォ
ォ
ン
！
！

　
幸
村
の
怒
涛
の
攻
撃
を
か
わ
し
続
け
て
い
た
作
者
だ
っ
た
が
、
回
避
仕
切
れ

ず
に
一
発
入
り
、
そ
の
ま
ま
更
に
喰
ら
い
続
け
、
幸
村
が
踏
み
込
み
を
更
に
入

れ
た
最
後
の
一
発
で
吹
っ
飛
ば
さ
れ
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
。
　
・
・
・
・
・

も
し
建
物
に
超
合
金
ニ
ュ
ー
Ｚ
α
が
使
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
壁
ご
と
外
に
押
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し
出
さ
れ
て
い
た
事
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
れ
が
実
戦
で
、
幸
村
が
二
槍
で
の
攻
撃
を
し
て
い
た
ら
作

者
は
ミ
ン
チ
に
な
っ
て
あ
の
世
に
逝
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
「
だ
、
旦
那
・
・
・
今
の
奴
、
普
通
な
ら
死
ぬ
か
ら
ね
・
・
・
・
・
」

　
「
も
、
も
し
か
し
て
私
も
そ
の
う
ち
や
る
の
・
・
・
・
・
組
み
手
」

　
「
ま
あ
お
姉
様
も
弟
子
扱
い
で
す
か
ら
ね
っ
と
ミ
サ
カ
は
答
え
ま
す
」

　
佐
助
が
冷
静
な
ま
ま
幸
村
に
そ
う
言
い
、
美
琴
が
青
ざ
め
な
ら
が
言
っ
た
こ

と
を
美
己
が
こ
れ
ま
た
冷
静
に
答
え
た
。

　
「
そ
、
某
・
・
・
・
修
行
不
足
で
ご
ざ
・
・
・
っ
た
・
・
・
・
・
無
念
、
ガ

ク
ッ
」
　
・
・
・
・
・
ち
な
み
に
作
者
は
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
気
絶
し
て
い
た
。
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第
一
幕
　
組
み
手
は
同
じ
技
量
の
人
と
や
り
ま
し
ょ
う
（
後
書
き
）

　
・
・
・
・
・
そ
の
頃
、
お
館
様
は
と
言
う
と
、

岬
越
寺
秋
雨
「
ど
う
で
す
か
な
？
　
私
の
入
れ
た
茶
の
味
は
」

信
玄
「
う
む
、
う
ま
い
。
　
見
事
な
腕
前
で
あ
る
な
」

風
林
寺
隼
人
「
ふ
む
。
　
ま
た
腕
を
上
げ
て
お
る
の
お
」

　
梁
山
泊
に
て
、
茶
を
飲
み
な
が
ら
縁
談
を
し
て
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

～熱血！！　武田道場！！～ 
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